
20２６年度 九州学院新入生研修のための演講

初代院長遠山参良先生と創立の精神「敬天愛人」
九州学院 歴史資料・情報センター長藤本 誠
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遠山先生履歴書（熊本大学五高記念館所蔵）
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遠山参良（さぶろう）少年が幼少期過ごした鏡町
現在の鏡ケ池と鏡小学校 印鑰（いんにゃく）神社と鏡小学校
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1875年（明治8年）9月：9歳

熊本洋学校（古城洋学校・第5回生）に入学・「自助の精神」を学ぶ

古城（ふるしろ：現・県立第一高校）にあった熊本洋学校と洋学校生徒たち L.L.ジェーンズ と ジェーンズ邸
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「自助の精神」と熊本洋学校ー九州学院の創立の精神
Heaven helps those who help themselves.

「天は自ら助くる者を助く」
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1876年（明治9年）1月30日 「奉教趣意書」に35名集団署名

花岡山結盟： 「熊本バンド」結成

1910年1月30日奉教記念会
花岡山「奉教之碑」前で

同志社大学「キリスト教主義学校の
連携ネットワーク」推薦進学者

原誠同志社大学神学部教授（奨励
者）と共に 6



花岡山結盟「熊本バンド」の精神を引き継ぐ九州学院
1915年（大正4年）1月30日 五高花陵会主催：奉教記念会

海老名弾正と遠山参良、五高「花陵会」学生、九州学院「黎明会」生徒
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海老名弾正と
遠山参良院長
昭和3年12月8日
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1876年・明治9年9月：10歳

官許「同志社英学校」入学

初期同志社

ボルネル（左端）を迎え
た新島襄（右端）と同志
社生徒たち
（明治10年10月22日写）
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「熊本バンド」が同志社の
礎を築く

キリスト教に基づいた「良心」に従
って生き、「良心」の中で「自由」を

行使する自立した精神

新島襄・八重夫妻

デイヴィス宣教師
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新島襄自筆による同志社初期
の寮の部屋割表

（明治１０年３月自筆か）

初代総長・新島襄
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私立広取（こうしゅ）学校入学（1879年・明治12年：13歳）

鏡英学校で学ぶ（1880年・明治13年：14歳～明治17年：18歳）
（岡田英学校）

同志社第1回卒業生
左端：岡田松生

現在の鏡町・鏡川12



1884（明治17）年9月（18歳）

加伯利（カブリ）英和学校
入学～明治21年6月（22歳）

創立者ロング先生を囲む
初代の生徒たち

2ドルの米貨と鎮西学館
（長崎市大浦東山手）

カブリー夫人の2ドルの寄
付から始まった
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1888（明治21）年9月（22歳）鎮西学館教師就任
1891（明治24）年5月（25歳）『處世日誌』の記述始まる
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遠山参良先生
米国留学の頃

1892年5月～1897年9月
（26歳） （31歳）

オハイオ州デラウェア市
ウェスレアン大学
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1897（明治30）年10月（31歳）鎮西学館教師復職
1898（明治31）年9月（32歳）活水高等女学校講師嘱託

遠山参良・無津夫妻
長男：不羈夫

東山手の鎮西学館寮 16



第五高等学校教授
遠山参良

1899（明治32）年8月
～1910（明治43）年9月
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1899（明治32）年7月、遠山参良とC.L.ブラウン出会う
九州鉄道線路案内（明治43年3月30日・九州鉄道管理局営業課、遠山蔵書）
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１９０５年6月献堂された
日本福音ルーテル熊本教会
右・ブラウン宣教師、左・山内直丸牧師
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伝道活動中のブラウン宣教師とブラウン・ファミリー



遠山参良教授と第五高等学校、夏目漱石
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漱石英国留学前の送別記念写真

夏目漱石

奥太一郎

遠山参良
五高教員
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1903（明治36）年、五高開校13回記念式
遠山教授、職員総代として祝詞を奉読
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第五高等学校図書閲覧室
「敬天愛人」の額が掲げられている
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「五高九学会」（九州学院卒業の五高生と）
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熊本メソジスト三年坂教会員の遠山先生
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紫苑会治療所の待合室と診療所(大正期)
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医師として尽力された福田令壽先生



1908（明治41）年9月、熊本高等予備学校、大江村に開校
1909（明治42）年9月27日、路帖神学校、新屋敷に開校

ルーテル教会派遣の宣教師たち路帖神学校の石碑（新屋敷） 27



遠山参良先生
九州学院長就任の頃

1911（明治44）年3月

構内の院長宅（現・２号館辺り）
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九州学院神学部の教師と神学生たち
1911（明治44）年 九州学院寄宿舎前で
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創設期の九州学院
1912（明治45）年頃

寄宿舎（現・１号館、プール辺り）

本館（1912年4月竣工、
現・４号館、新体育館辺り）

正門（現・東門）

食堂
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キリスト教に基づく
全人教育の確立

学院最初のクリスマス祝会
（1911年12月22日）のプレゼント

『新約聖書』（ポケット型）

第１期生：２学年・122名
（1912年4月、本館前で）

学院の教職員
院長：遠山参良
主事：C.L.ブラウン
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九州学院宗教部発行『敬天愛人』
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サムエル・スマイルズ と SELF-HELP(遠山先生蔵書)
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遠山参良先生の
ご遺影

遠山参良先生の顕彰碑

2014年度

創立者の精神
を覚える会
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